
 

高齢化への提案 高齢化の課題 
 

少子化の課題 

第２回（７月２１日）ワークショップの結果 

１.あいさつ ～ 進め方の説明 

２.前回のワークショップの振り返り 

３.話題提供「 ニュータウンのいま 」 
  講師：植野和文 教授（兵庫県立大学） 

４.ワークショップ 

 「竹の台の少子高齢化を考える」 

５.発表 ～ まとめ 

６.今後の進め方について～閉会あいさつ 

 

切り取り線 

 

ご氏名：              所属団体（あれば）： 

 ご住所：  

 
ご連絡先： （電話）            （FAX） 

 

○自治会も高齢化、役員のなり手がいない 

○交流がなくなり孤立化する 

○高齢者は日々の買い物も遠く感じる 
 

 去る７月２１日に「言いたい放題！こ

れからの竹の台のまちづくり」第２回ワ

ークショップが右の概要で開催されま

した。第２回目は「竹の台の少子高齢化

を考える」をテーマに、竹の台における

少子化や高齢化の課題や解決に向けた

提案について語っていただきました。 

 また、話題提供として兵庫県立大学の

植野教授に西神ニュータウンでの研究

内容などを紹介していただきました。 

日時：平成２４年７月２１日（土） 
場所：竹の台小学校 視聴覚室 
参加者：地域住民 約４０名  

～プログラム～ 

植野教授からのデータを 
用いた話題提供を参考に… 

５～６人程度のグループに
分かれて、話し合いました 

各グループの話し合いの 
内容を全員で確認しました 

○こどもがのびのび遊べない雰囲気 

○若い世代の新居がない・あっても高い 

○若い人々の結婚を促す活動を な ど 

◎話し合いの流れは… 

◎話し合いであがったご意見（一部）は… 

第３回目は、９月１日（土）午前９時３０分～竹の台小学校視聴覚室において「竹の台の地
域活動～自治会活動とその担い手について～」をテーマに話し合います。参加を希望される
方は、以下をご記入の上、竹の台地域委員会までお持ちください。 

 

○役員の負担軽減・有償ボランティアの検討 

○立場を気にせず、気軽に集える場をつくる 

○移動販売・コミュニティバス運営の検討 

少子化への提案 
○小学校の校庭開放・農園をつくって農業体験 

○2000万円前後の住宅を増やしてみては 

○若い世代の同窓会を企画してみる 

な ど 

第 3 回竹の台まちづくりワークショップ参加申込書 


